
AIエージェント業界最新動向
この資料では、AIエージェント分野における最新の技術開発と企業の動向に
ついてご紹介します。近年急速に発展しているAIエージェント技術は、企業
の業務効率化や意思決定支援において重要な役割を果たしつつあります。

国内外の主要企業による新たなサービス展開や、研究開発の最前線にある技
術革新について、その詳細と市場への影響を解説します。特に多数のAIが連
携するマルチエージェントシステムや、専門業務に特化したAIエージェント
の実用化が進んでいます。
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CTCがマルチAIエージェント
構築支援サービスを開始

サービス開始時期
2025年4月21日から提供開始予定

主要機能
複数のAIエージェントが連携して複雑な業務を遂行する「マル
チAIエージェント」構築支援

導入メリット
企業の業務効率化と顧客の課題に合わせたカスタマイズされた
AIエージェント活用

売上目標
2026年度末までに生成AIなどを含む高度AIビジネスで500億
円の売上を目指す

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（CTC）は、企業のデジタル変革を
加速させるため、複数のAIエージェントが連携する高度なシステム構築を支
援するサービスを展開します。これにより、単一のAIでは難しかった複雑な
業務プロセスの自動化が可能になります。



EY.ai Agentic Platformの特徴

高度な業務変革
経営戦略から実務までの包括的な業務改革を実現

専門分野対応
税務・リスク管理・財務など多様な専門領域をカバー

NVIDIA AI基盤
高性能なNVIDIA AI技術をベースに構築

EYが発表した「EY.ai Agentic Platform」は、NVIDIA AIの強力な基盤技術を活用し、企業の経営課題に対応する次世代型AIエージェン
トプラットフォームです。特に財務・税務といった専門性の高い業務において、データ分析から意思決定支援まで、幅広い機能を提
供します。

このプラットフォームにより、企業はより効率的な業務プロセスを構築するとともに、データに基づいた戦略的な意思決定を行うこ
とが可能になります。専門知識を持つAIエージェントが人間の専門家をサポートすることで、業務品質の向上と効率化の両立を目指
しています。



ジーニーグループのスライド作成アシスタントv2
効率的なスライド作成
AIエージェントが自動的にプレゼン
テーション資料の作成を支援し、
作業時間を大幅に短縮します

高品質なデザイン提案
プロフェッショナルなデザインテ
ンプレートを活用し、見栄えの良い
スライドを簡単に作成できます

コンテンツ最適化
伝えたい内容に合わせて、最適な情
報構成と表現方法を自動的に提案
します

株式会社ジーニーのグループ会社であるJAPAN AIは、業務効率化を強力に支援する「スライド作成アシスタントv2」の提供を開始し
ました。このAIエージェントは、ビジネスパーソンの資料作成業務の負担を軽減し、よりクリエイティブな業務に集中できる環境を
提供します。

従来のバージョンから機能が強化され、より直感的な操作感と高度なカスタマイズオプションを備えています。日本企業の業務スタ
イルに合わせた設計になっており、国内企業における業務効率化のニーズに応えるソリューションとなっています。



Meta FAIRの革新的AI研究プ
ロジェクト

Perception 
Encoder

大規模ビジョンエンコ
ーダーによる高度な視
覚情報処理能力を実現
し、AIの知覚能力を人
間レベルに近づけます

Perception 
Language Model

視覚情報と言語を統合
的に理解・処理する新
しいモデルで、AIの認
識能力を飛躍的に向上
させます

Meta Locate 3D
3D環境内のオブジェク
ト認識技術により、AI

が実世界と同様に空間
を理解し操作できるよ
うになります

Metaの基礎AI研究チーム（FAIR）は、人間のような知能を持つAI開発を加速
するための5つの主要プロジェクトを発表しました。これらのプロジェクト
は、高度な機械知能（AMI）の実現を目指し、AIの認知能力を根本から強化す
るものです。

特に視覚情報の処理と理解、および3D空間における認識能力の向上に焦点を
当てており、次世代AIエージェントの基盤技術となることが期待されていま
す。これらの技術は、より自然で直感的なAIとの対話を可能にし、実用的なAI

エージェントの能力を大幅に拡張するでしょう。



AIエージェント技術の比較分
析
開発元 技術特徴 主な用途 実用性

CTC マルチエージ
ェント協調

業務プロセス
自動化

高（業務特化
型）

EY NVIDIA AI基盤 財務・税務分
析

高（専門領域
特化）

JAPAN AI コンテンツ生
成

資料作成支援 中（特定タス
ク最適化）

Meta FAIR 高度知覚能力 研究・基盤技
術

低（研究段階）

最新のAIエージェント技術を比較すると、各企業・研究機関がそれぞれ異な
るアプローチで開発を進めていることがわかります。CTCとEYは実務での即
時活用を目指した実用的なソリューションを提供しているのに対し、Meta 

FAIRはより長期的視点での基礎研究に取り組んでいます。

特に注目すべきは、マルチエージェントによる協調作業の実現が実用フェー
ズに入りつつあることです。複数のAIが連携することで、単一のAIでは難しか
った複雑なタスクや意思決定プロセスの自動化が可能になりつつあります。
今後はこれらの技術の融合と標準化が進むことが予想されます。



AIエージェント技術の業界別影響

AIエージェント技術は様々な業界に革新をもたらしています。金融業界では、EYのようなAIプラットフォームが複雑な財務分析や税
務処理を効率化し、リスク管理の精度を向上させています。医療分野では診断支援や治療計画の最適化にAIエージェントが活用され
始めています。

製造業ではマルチAIエージェントによる生産プロセスの最適化と予知保全が注目を集めており、小売業では顧客体験の向上と在庫管
理の効率化にAIが貢献しています。業界ごとに異なるニーズに対応するため、AIエージェントの専門化と多様化が進んでいます。

金融業界
リスク分析と投資判断支援

不正検知の精度向上

市場分析の自動化

顧客向け資産運用アドバイス

医療業界
診断支援と医療情報管理

画像診断の精度向上

患者データの統合分析

治療計画の最適化提案

製造業界
生産プロセス最適化

予知保全の高度化

品質管理の自動化

サプライチェーン最適化

小売業界
顧客体験と在庫管理

個別化されたレコメンデーション

需要予測の精度向上

無人店舗運営支援



AIエージェント技術の今後の展望と課題

マルチモーダル理解能力の向上
視覚・音声・テキストなど複数の情報を統合的に理解する能力

エージェント間連携の標準化
異なるAIエージェント間の効率的な協調作業の実現

信頼性と透明性の確保
AIの判断プロセスの説明可能性と倫理的配慮の強化

AIエージェント技術は今後さらに発展し、より高度な知能と自律性を持つシステムへと進化していくでしょう。Meta FAIRの研究成果
が示すように、人間のような認知能力を持つAIの開発が進み、より自然で直感的なインターフェースが実現することが期待されます。

一方で、AIエージェントの普及に伴い、セキュリティやプライバシー保護、倫理的な使用に関する課題も増加しています。日本国内で
は、AIエージェントの社会実装を推進する一方で、適切な規制や運用ガイドラインの整備も重要な課題となっています。企業はAI技術
の導入メリットと潜在的リスクを慎重に評価し、バランスの取れた活用戦略を構築する必要があるでしょう。


